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山地一禎氏 (国立情報学研究所 オープンサイエンス基盤研究センターセンター長) 

























































































































































































































































































































































































































NII のもとでやっている SPARC Japan でもイ
ベントとして年 4.5 回オープンアクセスがらみ








































































































































ここまで来て、NII でも JPCOAR をはじめと
してそれを支える体制を強化しています。ぜひ
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図書館に留まらず、大学としてのさまざまな機
能の一部である、これを高度化していかなくて
はいけない、という流れでご理解をお願いいた
します。 
最後に、先生方お 1 ずつ人ずつお願いしま
す。 
 
山地氏：データか、論文かというよりも、オー
プンアクセスとか機関リポジトリというのが図
書館の人たちのプレイランドというか、図書館
の図書館による、っぽかったんですけど、今一
度研究者が何を必要としているのかというとこ
ろに寄り添って、そのニーズをきちんと汲んで
あげられるようなサービスや機能を考えるよい
チャンスになるかと思いますので、論文じゃな
くてデータになって、もうヘドロになってもい
いと言っているんで、ぜひとも頭を柔らかくし
て一緒に新しいリポジトリシステムを作ってい
ければと思っています。 
 
尾城氏：図書館の人たちへの期待を述べさせて
ください。大学図書館の人たちはこれまで、柔
軟に新しい時代の変化に対応してきました。図
書館の電算化についてもきちんと対応してきた
し、電子ジャーナルの導入についても値段が上
昇するという問題がありつつもアクセスできる
電子ジャーナルの数は増えているので、うまく
対応してきたのではないかと思います。図書館
の人は瞬発力がちょっと弱いが、持久力はある
ので、研究データとかオープンサイエンスにつ
いても、いったん動き出せば、持続的にきちん
とした仕事ができるはずだ。オープンサイエン
スやデータリポジトリについても相応の役割を
果たすことができると思っています。 
 
林氏：今リポジトリのソフトウェアを作ってい
ますが、今後、データが入ってきた時にどうい
ったサービスが提供できるか、研究者のニーズ
を捉えてやっていく必要があると思っていま
す。ぜひとも皆さんのご協力をお願いします。
それをサポートする仕組みづくりも一緒に頑張
っていきましょう。 
 
逸村氏：大学の機能が何かを問われている。図
書館も URA も事務系も含めて、どのように大
学が学術情報に向き合っていくかというふうに
話が展開していけばと思っています。
 
